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写
真
は
竣
工
し
た
烏
曾
根
橋

Ｈ
烏
曾
根
橋
竣
工

高
萩
大
子
線
中
最
大
の
烏
曾

根
橋
梁
延
長
二
三
米
、
幅
六

米
が
此
の
度
日
興
建
設
会
社

請
負
に
よ
り
工
費
四
二
○
万

円
に
て
一
月
三
十
日
竣
工
い

た
し
ま
し
た
。

右
橋
梁
は
最
新
の
ピ
ー
エ
ス

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
し
て

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
は
市

土
地
改
良
工
事
、
建
設
工
事

つ
ぎ
つ
ぎ
と
竣
工

内
最
大
）
・
バ
ス
並
に
一
般
諸

車
の
危
険
が
除
去
さ
れ
ま
し

た
。

目
上
君
田
岩
下
水
路

〔
護
岸
）
工
事

昭
和
二
十
九
年
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
昭
和
三
十
二
年
十

一
月
十
五
日
根
本
組
の
請
負

で
着
工
十
二
月
十
七
日
完
工

し
た
。

白
秋
山
川
向
頭

首
工
工
事

川
向
頭
首
工
（
堰
）

工
率
も
昭
和
二
十

九
年
災
害
復
旧
事

業
で
常
陸
太
田
市

磁
野
工
務
店
の
請

負
で
昭
和
三
十
二

年
十
一
月
十
五
日

着
工
昭
和
三
十
三

年
一
月
十
八
日
竣

工
し
た
。

⑧
安
良
川
高
田

水
路
新
設
工

事豫
ね
て
か
ら
の
懸

案
で
あ
っ
た
安
良

川
用
水
路
工
事
も

去
る
二
月
六
日
競

争
入
札
に
よ
り
日

立
市
鈴
縫
工
業
Ｋ

Ｋ
と
契
約
二
月
八

日
着
工
し
た
。
竣

工
は
三
月
十
日
の

予
定
で
之
が
完
成

に
よ
り
毎
年
苦
し
ゑ
続
け
て

来
た
灌
慨
用
水
も
解
消
す
る

わ
け
で
受
益
者
五
十
四
名
も

非
常
に
喜
ん
で
い
る
。

㈲
玉
川
用
排
水
路
改

修
工
事

高
萩
玉
川
土
地
改
良
区
が
今

回
行
う
事
業
は
玉
川
用
排
水

路
改
修
で
總
延
長
九
三
九
米

内
昭
和
三
十
二
年
度
が
三
一

五
米
（
工
費
一
三
三
万
円
）

昭
和
三
十
三
年
度
六
二
四
米

（
工
賀
三
七
○
万
円
）
で
二

ヶ
年
継
続
事
業
に
よ
り
施
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
三

十
二
年
度
工
事
は
一
月
十
七

日
指
名
入
札
に
よ
り
日
興
建

設
Ｋ
Ｋ
が
落
札
一
月
二
十
日

着
工
し
た
。
な
お
竣
工
予
定

は
三
月
十
日
で
あ
る
０

老
朽
溜
池
改
修
（
四
ヶ
所
）

及
び
暗
渠
排
水
、
客
土
な
ど
の

事
業
を
主
と
し
赤
浜
土
地
改
良

区
が
近
く
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

本
地
域
は
北
茨
城
市
の
南
端

と
本
市
の
東
端
の
境
に
位
し
、

関
係
面
積
四
十
七
町
三
反
歩
の

堀
田
単
作
地
帯
で
あ
り
河
川
は

赤
濱
土
地
改
良
Ｅ

近
く
發
足

蕊_判'』乙軋

鑑､篭~篭

全
然
な
く
淫
慨
用
水
は
殆
ん
ど

天
水
と
溜
池
に
頼
っ
て
い
る
と

い
５
特
異
な
地
域
で
あ
る
。
旱

天
の
場
合
は
勿
論
普
通
の
場
合

で
も
上
流
よ
り
順
次
濯
慨
を
し

な
け
れ
ば
田
植
も
出
来
な
い
状

態
で
極
度
の
水
不
足
に
悩
ん
で

い
る
わ
け
で
、
老
朽
溜
池
の
改

修
に
よ
り
水
量
を
増
し
瀧
慨
用

水
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
今
回
の
事
業
の
目
的
で

あ
る
。

市
、
市
観
光
協
会
、
市
商
工
会

共
催
「
桜
ま
つ
り
」
は
昨
年
の

好
評
に
鑑
み
、
本
年
も
四
月
十

日
か
ら
一
週
間
実
施
す
る
こ
と

と
し
本
町
、
春
日
町
、
大
和
町

の
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

〃
櫻
ま
つ
り
〃

準
備
進
む

写真は玉川用排水路改修工事状況
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ご
て
Ｌ
り
く
こ
ふ

の
基
本
で
あ
る
。

い
て
い
は
そ
の
梱

て
し
ま
う
。
ま
｝

こ
と
で
、
あ
っ
て
、

よ
い
政
治
、
よ
い

私
達
が
明
る
い
豊
か
な
、
住

薙
よ
い
郷
土
を
建
設
す
る
に
は

政
治
の
力
に
侯
つ
他
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
民
主
主
義
政
治

の
上
で
は
選
挙
は
極
め
て
重
要

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
達
の
代
表
が
選
挙
に
よ
っ

て
国
会
に
お
く
ら
れ
、
そ
の
代

表
者
に
よ
っ
て
我
が
国
政
治
の

元
締
で
あ
る
国
会
が
運
営
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
国
会

に
私
達
の
意
見
か
反
映
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
こ
の

こ
と
は
県
、
市
の
場
合
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
す
で
）

最
近
こ
の
運
動
に
共
同
研
修

い
わ
ゆ
る
話
合
が
行
な
は
れ
る

よ
う
に
な
り
、
政
治
常
識
の
向

上
に
極
め
て
有
効
適
切
な
方
法

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

子
れ
で
は
「
話
し
あ
い
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま

す
と
気
心
の
知
っ
た
者
同
志
が

集
る
と
雑
談
す
る
。
困
っ
て
い

る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
、
人

の
う
わ
さ
、
新
聞
記
事
な
ど
い

ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
ど
れ
も
生

活
に
関
連
し
た
も
の
で
、
も
う

す
こ
し
筋
を
と
お
し
て
堀
り
下

げ
る
と
政
治
に
つ
な
が
っ
て
く

る
。
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
、
な

ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
そ
の
考

え
を
持
ち
寄
っ
て
何
人
か
で
も

っ
と
要
づ
け
の
あ
る
意
見
に
も

っ
て
い
く
、
こ
れ
が
民
主
政
治

の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
た

い
て
い
は
そ
の
場
限
り
で
消
え

て
し
ま
う
。
ま
こ
と
に
惜
し
い

こ
と
で
、
あ
っ
て
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
政
治
、
よ
い
社
会
、
よ
い

公
明
選
畢
は
『
話
し
合
い
』
か
ら

生
活
が
で
き
る
か
自
発
的
に
話
理
委
員
会
、
市
教
育
委
員
会
共

し
あ
い
、
工
夫
し
合
う
よ
う
に
催
に
よ
り
、
社
教
委
員
、
青
年

し
よ
う
と
い
う
の
が
「
話
し
あ
団
、
婦
人
会
等
各
種
団
体
の
御

い
」
で
あ
り
ま
す
。
協
力
を
得
て
左
記
に
よ
り
本
運

本
年
か
ら
国
に
お
い
て
予
算
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
皆

措
置
を
講
じ
本
格
酌
に
推
進
す
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る

る
こ
と
に
な
り
、
当
市
選
挙
管
次
才
で
す
。

巡
回
映
画
並
選
畢
に
関
す
る
話
合
の
会
日
程
表

月
日
一
開
会
時
刻
一
会
場
一
助
言
‐
割
’
一

月

助
言
者

″
二
十
五
日

″
二
十
六
日

″
二
十
七
日

三
月
三
日

″
四
日

″
五
日

″
六
日

″
七
日

″
八
日

″
九
日

″
十
日

″
十
一
日

右
の
外
選
管
委
書
記
が
出
席
し
ま
す
。

：
。
…
上
映
フ
イ
ル
ム
・
・
…
．

風
流
交
番
日
記
、
土
俵
の
鬼
の
何
れ
か
一
本
と
そ
の
他
一
三

－
ス
、
マ
ン
ガ
、
短
編
も
の
あ
り
。

″
一
一
一
’
一
一
言
口

″
二
十
四
日

″
二
キ
ー
五
［
口

″
二
十
’
一
〈
［
ロ

二
月
十

〃 〃

″
二
十
日

二
十
二
日

二
十
一
日

九
日

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
一
時

午
後
一
時

午
後
一
時

午
後
六
時

午
後
六
時

午
後
一
時

午
後
一
時

午
後
六
時

午
後
六
時

北
組
公
民
舘

大
能
公
民
舘

中
戸
川
公
民
舘

山
手
公
民
舘

秋
山
中
公
民
舘

秋
川
下
公
民
舘

島
名
公
民
舘

石
滝
公
民
舘

安
良
川
公
民
舘

横
川
小
学
校

南
組
公
民
館

下
手
綱
公
民
揃

高
戸
公
民
鋪

上
宿田

村

，
ｒ
し
動

若
栗
公
民
舘

上
君
田
公
民
舘

下
君
田
公
民
舘

関
口
公
民
舘

義
公
宅

岨
公
民
舘

匹
公
民
舘

茂
叉
薫

大
高
敏

広
木
允
明

伊
藤
平
二
男

大
高
敏

伊
藤
平
二
男

大
高
敏

伊
藤
半
二
男

鈴
木
徳
樹

小
松
信
英

大
森
孟
寿

大
高
敏

伊
藤
平
二
男

錘
鎬
祁

小
松
信
英

永
野
昇
平

大
部
輩

大
部
盾

大
部
蘓

大
高
敏

大
高
敏

伊
藤
平
二
男

伊
藤
平
二
男

大
高
敏

伊
藤
平
二
男

大
高
敏

罐
認
常
錘

大
高
和！

＠
こ
ん
に
や
く

本
年
の
こ
ん
に
ゃ
く
の
作
付

は
約
一
七
町
歩
で
販
費
数
量
は

約
四
万
八
千
貢
と
推
定
さ
れ
生

蒟
で
取
引
さ
れ
た
数
量
は
約
三

万
七
千
〆
、
荒
蒟
と
し
て
加
工

さ
れ
た
数
量
は
一
万
八
百
〆
で

荒
蒟
の
生
産
高
は
一
五
○
叺
と

な
り
總
收
入
額
は
九
六
五
万
圓

と
云
う
膨
大
な
数
字
で
年
、
一

年
と
作
付
面
積
が
増
加
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と

で
病
害
防
除
に
問
一
段
の
努
力

を
な
し
、
質
、
貴
共
に
向
上
さ

れ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る

、
唐
辛
子

昨
年
初
め
て
探
り
あ
げ
て
試

作
し
た
唐
辛
子
の
結
果
は
上
＆

と
は
云
へ
な
か
っ
た
が
、
高
萩

松
岡
両
農
協
の
指
導
に
よ
っ
て

作
付
面
積
も
増
加
し
天
候
不
順

に
も
拘
ら
ず
八
百
三
十
〆
の
收

痩
を
承
一
月
二
十
四
日
栃
木
県

一
の
峠
罐
鋒
誌
銅
咽
郷
癖
識
鑑
読
い
め
市
商
工
課
に
御
連
絡
の
一

I

I

特
産
物
生
産
上
昇

日
本
美
術
院
々
友

写
生
会

院
展
院
友
横
山
大
玄
（
大
観
息
）

菱
田
春
雄
（
春
草
息
）
木
村
武

夫
（
武
山
息
）
各
画
伯
外
十
名

の
院
友
と
共
に
三
月
十
一
日
来

市
、
馬
市
を
見
学
後
、
海
岸
風

景
等
の
写
生
会
を
行
う
。

筒
希
望
者
に
は
一
幅
五
千
円
程

度
で
実
費
頒
布
す
る
予
定
で
あ

る
か
ら
、
市
商
工
課
に
申
込
む

芦
」
、
し
」
。

大
田
原
市
吉
岡
食
品
Ｋ
Ｋ
に
販

売
約
三
十
万
回
の
收
入
を
得
た

し
か
し
本
市
は
耕
地
が
少
な
く

特
に
畑
胸
一
農
家
平
均
二
反
歩

と
云
う
少
な
い
面
積
の
た
め
蔬

菜
園
芸
や
換
金
作
物
に
飛
び
付

い
て
来
な
い
う
ら
ゑ
が
あ
り
、

質
の
点
で
立
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
特
産

物
と
し
て
探
り
あ
げ
る
こ
と
は

一
考
を
要
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

Ｇ
Ｕ
ｉ
Ｉ
●

凸
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｃ

2 定期せり市(高萩の馬市）
性質温順な良駒ですから是非御来場下さい….….…． O

品評會

黄川、山部、禰卒、黒坂、中戸川、中妻、 ′I､豆畑、高萩
上君田、下君田、内野、山小屋、花園、大能、若栗

市多賀畜産農業協同組合

横

才駒
庚躯、骨太、

一一産駒

5頭才丸、
5頭高原、

高萩

出場馬は低身、庚卯

3月 9日－．－
10H 115頭
11日 185頭

I
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市報たかはぎ(3) 昭和33年2月5日発行

ち
に
北
方
十
殿

神
社
に
参
拝
社
前
に
て
千
歳
飴

と
色
と
り
ど
り
の
風
船
（
北
方

沼
田
商
店
よ
り
寄
贈
）
を
も
ら

い
、
公
民
館
前
に
て
記
念
撮
影

を
し
茶
菓
子
、
甘
酒
の
接
待
を

受
け
紙
芝
居
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ

I
ーマーーーーーq■

蘂 生活改善だより
､一与

去
る
一
月
四

日
山
手
公
民
舘

厚
生
部
主
催
に

て
婦
人
会
子
供

会
の
後
援
に
依

り
七
五
三
祝
を

開
催
、
該
当
者

十
八
人
父
兄
其

他
参
加
者
約
三

十
名
に
て
感
大

に
行
わ
れ
た
。

午
前
九
時
公
民

舘
前
に
集
合
直

ソ
で
正
午
散
開
し
方
。

山
手
公
民
館
で
は
、
昨
年
度
よ

り
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
本

運
動
を
取
上
げ
、
地
域
内
の
子

供
の
雌
全
な
る
成
長
を
祝
い
又

将
来
へ
の
幸
福
を
祈
願
す
る
厳

粛
な
る
日
本
古
来
の
意
義
深
い

美
風
を
活
し
、
然
も
近
年
華
美

こ
れ
か
ら
の
三
四
五
月
は
例
年

強
い
季
節
風
が
吹
き
温
度
も
低

い
・
の
で
火
災
が
発
生
し
や
す
い

ば
か
り
で
な
く
大
火
に
な
る
危

険
が
特
に
大
き
い
の
で
火
の
元

に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

戦
後
大
火
の
三
分
の
二
は
こ
の

期
間
に
発
生
し
那
珂
湊
市
下
館

春
の
火
災
予
防
運
動

ゞ
防
運
動

ザ…

写真は社前で千歳飴に喜ぶ子供達

に
流
れ
易
い
傾
向
を
排
除
し
て

質
実
健
全
な
ら
し
め
る
公
民
館

運
動
の
本
旨
に
鑑
み
実
施
し
た

も
の
で
地
域
の
父
兄
よ
り
好
評

を
博
し
て
い
る
。

（
山
手
公
民
館
長
宮
田
武
雄

氏
よ
り
寄
稿
）

〃山火事を

出
す
な
〃

市
の
大
火
も
四
月
で
あ
り
ま
す

従
っ
て
こ
の
季
節
中
に
お
け
こ
れ
か
ら
い
よ
ノ
、
乾
燥
期

る
防
火
重
要
性
が
極
め
て
大
き
に
入
り
山
火
事
の
危
険
期
と
な

い
の
で
、
消
防
機
関
は
も
と
よ
り
ま
し
た
。
我
だ
の
大
切
な
資

り
一
般
市
民
の
協
力
を
求
め
一
源
を
一
寸
し
た
不
注
意
に
よ
り

体
と
な
っ
て
予
防
態
勢
に
万
全
灰
に
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
経

を
期
す
る
た
め
二
月
二
十
八
日
済
を
お
び
や
か
し
生
活
を
切
詰

嘩
錘
咋
繩
鍔
罐
銅
推
舜
惟
礪
御
他
嬬
曄
群
稚
軸
稚
鱈
響
出
し
多

て
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
種
々
行
人
数
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
、

事
を
行
い
ま
す
か
ら
市
民
各
位
多
大
の
資
源
を
失
い
ま
し
た
。

焚
火
、
煙
草
の
吸
殻
に
注
意
し

の
御
協
力
を
要
望
し
ま
す
。

山
を
火
事
よ
り
守
る
こ
と
に
つ

◎
防
火
標
語
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
焼
け
て
泣
く
よ
り

愛
犬
家
に

笑
っ
て
用
心

一
、
ポ
ソ
プ
百
よ
り

生
ロ
ハ
、
〆
。

用
心
一
つ

一
、
よ
い
か
火
の
元

飼
い
犬
の
取
締
条
例
が
県
条

も
う
一
度
例
で
き
ま
り
一
月
十
五
日
か
ら

咽
■
■
・
秒
ざ
む
■
、
■
〃
ロ
“
■
甲
守
Ｄ
ｕ
ｎ
ｐ
・
▼
Ｐ
口
包
ム
ク
■
、
幽
白
、
、
企
□
■
″
”
ｇ
企
む
。
、
Ｇ
、
■
じ
ゃ
ｄ
ザ
・
や
。
■
、
『
。
。
“
今
ロ
〃
″
■
巳
：
由
宮
。
■
■
▽
『
Ｐ
ロ
”
』
■
凪
も
ｑ
、
弔
い
凸
』
口
■
、
弓
与
・
●
■
■
、
。
■
■
、
今
回
『
弓
ロ
■
〃
″
・
毎
争
も
頁
、
Ｑ
Ｉ
々
『

一

下
手
綱
、
上
手
綱
地
匡
の
）

（

》

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
Ⅱ

｝

（

）
今
般
都
合
に
よ
り
二
月
一
日
よ
り
松
岡
支
所
に
職
員
が
常
糾

師
時
勤
務
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
納
税
に
つ
い
て
は
毎
月
納
一

》
塑
別
三
日
間
と
期
限
後
二
日
間
の
出
張
徴
收
を
行
う
こ
と
に
〉

（
な
り
ま
し
た
の
で
御
承
知
を
御
願
い
し
ま
す
。
一

〉
筒
右
期
日
以
外
の
日
の
納
税
に
つ
い
て
は
本
庁
に
て
取
扱
ぷ（

い
い
ま
す
か
ら
御
了
承
を
願
い
ま
す
。

〉
ロ
軍
Ｄ
Ｅ
Ｅ
叩
。
や
唖
Ｐ
・
』
″
Ｋ
ア
毎
句
竜
今
金
、
ロ
″
〃

季
宇
勾
唱
７
１
〃
』
ロ
か
？
、
。
ｕ
、
■
勺
苫
・
”
〃
■
、
ロ
、
や
や
り
口
■
二
″
ロ
“
こ
ぎ
、
Ｉ
〃
Ｐ
Ｐ
・
］
宅
、
■
］
、
■
ｑ
』
ロ
争
呂
〃
■
、
一
』
今
勾
ゆ
ロ
ロ
〃
ロ
Ｐ
Ｇ
』
亀
』
Ｑ
も
■
口
呂
Ｐ
“
亀
Ｄ
■
Ｂ
■
ｂ
含
芋
Ｆ
〃
●
里
、〕

一
、
出
す
な
山
火
事

郷
士
の
恥
辱

一
、
守
れ
火
事
か
ら

我
等
の
郷
土

一
、
強
い
男
の
消
防
よ
り
も

弱
い
女
の
火
の
始
末

一
、
無
火
災
に

誇
る
と
こ
ろ
に
大
火
災

口
雨
琢
い
生
活

呵
臣
回
口
柾
納
税
か
５

や

叶凸実
施
さ
れ
し
こ
と
は
既
に
御
承

知
の
事
で
、
犬
の
所
有
者
は
他

人
に
迷
惑
の
か
上
ら
な
い
よ
う

に
つ
と
め
て
下
さ
い
・

一
、
こ
の
取
締
条
例
は
、
犬
が

人
畜
そ
の
他
に
害
を
加
え
る

こ
と
を
な
く
し
、
世
間
の
人

々
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
特
別
清
掃
地
域
（
大
字
安

良
川
の
全
域
と
旧
大
字
大
字

高
萩
全
域
と
す
る
但
し
台
北

方
を
除
く
）
内
に
お
い
て
犬

を
飼
う
方
は
何
時
で
も
犬
を

つ
な
い
で
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
・

三
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と

き
は
所
有
者
は
す
ぐ
獣
警
師

に
見
せ
そ
の
旨
市
役
所
或
は

保
健
所
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

四
、
県
知
事
は
、
人
畜
そ
の
他

に
害
を
加
え
た
犬
、
又
は
か

む
く
せ
の
あ
る
犬
は
、
口
輪

松
岡
小
六
兼

榎
勧
中
《
二
手
毎
祁
み
為
糸を

つ
け
さ
せ
る
か
、
殺
処
分

を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

五
、
飼
犬
は
毎
年
登
録
と
狂
犬

滝
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
受
け
な
い

犬
は
捕
獲
さ
れ
る
。

六
、
こ
の
条
例
を
守
ら
な
い
所

有
者
は
こ
５
り
ゅ
う
又
は
科

料
一
万
圓
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
。

以
上
が
、
そ
の
大
要
で
あ

る
が
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
願
い

た
い
０

2月の納税について

二月の納税は固定費産税才
四期の納期限です｡
二月は本年度最後の納税で
もありますので全員完納さ
れますよう御願い致します
筒楽に納税の義務が果せる
よう納税貯蓄組合の結成を
御奨め致します。

#"親昂揚埋諺の一蚤農と'て､)､、や”之
混董'主篠‘》易募隼した俊荊皇鐙
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寵
福
蕊
祉
龍

国
民
の
誰
も
が
健
康
で
、
文
化

的
な
最
低
生
活
を
営
め
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

国
の
寶
任
で
あ
り
、
社
会
福
祉

制
度
が
年
々
拡
充
強
化
さ
れ
つ

低
あ
る
の
は
そ
れ
が
為
で
あ
り

ま
す
、
わ
が
高
萩
市
福
祉
事
務

所
は
こ
の
意
を
受
け
て
福
机
に

関
す
る
三
つ
の
法
律
（
生
活
保

護
法
身
体
障
害
者
福
祉
法
児
童

福
祉
法
略
称
福
趾
三
法
）
を
適

正
に
運
用
し
よ
う
と
つ
と
め
る

と
こ
ろ
で
為
あ
り
ま
す
。

合
併
と
同
時
に
発
足
し
て
満

三
年
た
っ
た
当
事
務
所
は
所
凸

の
並
々
な
ら
ぬ
涙
ぐ
ま
し
い
努

力
と
三
万
市
民
の
絶
大
な
御
協

力
の
も
と
着
々
と
そ
の
業
績
を

挙
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に

同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
但
し
困
窮

老
保
護
の
面
で
は
舞
鶴
に
次
ぐ

全
国
オ
ニ
位
と
い
わ
れ
る
当
市

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
他
の
二

法
に
ま
で
力
の
及
ば
な
い
こ
と

の
湿
る
こ
と
は
卒
直
に
之
を
認

め
な
い
わ
け
に
参
り
ま
せ
ん
、

生
活
保
護
の
業
績
が
挙
っ
て
い

る
と
申
し
ま
し
て
も
発
足
当
初

に
比
較
し
て
の
話
で
あ
っ
て
事

実
に
於
て
は
そ
の
後
の
經
済
界

の
変
動
民
心
の
推
移
特
に
福
祉

増
進
希
望
の
累
増
斑
境
の
変
化

財
源
不
足
等
に
よ
る
こ
の
事
の

複
雑
高
度
化
に
よ
っ
て
所
員
が

研
く
専
門
朧
と
し
て
の
質
の
向

上
と
定
数
の
向
上
の
上
か
ら
の

量
の
増
加
が
之
に
必
ず
し
も
対

応
で
き
な
い
現
状
で
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
昭
和
三
十
二
年
を
顧

象
新
春
を
迎
え
る
に
当
っ
て
深

く
心
に
期
し
た
い
こ
と
は
生
活

断
瀧
想

昭
和
三
十
一
年
度
よ
り
毎
年

建
築
し
つ
Ｌ
あ
り
ま
す
市
営
住

宅
が
三
十
三
年
度
に
は
、
オ
ー

願
木
造
十
坪
五
合
十
戸
、
才
一

顧
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
十
坪
五
合
十

二
戸
計
二
十
二
戸
が
二
月
下
旬

完
成
の
予
定
で
す
。

申
込
期
日
及
び
入
居
資
格
要
項

は
次
の
通
り
で
す
か
ら
、
入
居

希
望
者
は
市
役
所
土
木
課
に
申

込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
必

要
叩
調
記
入
の
上
期
日
迄
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

、
受
付
期
間

昭
和
三
十
三
年
三
月
一
日
か

ら
三
月
十
日
迄
。
（
期
日
厳
守

の
こ
と
）

、
入
居
資
格

住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
の
出

来
る
老
は
左
の
各
号
の
条
件
を

具
備
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
・

一
、
市
内
に
住
居
叉
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

一
、
毎
月
令
才
五
条
に
規
定
す

る
基
準
の
收
入
が
あ
り
独
立

の
生
計
を
営
象
こ
の
条
令
に

披
い
て
定
め
る
家
賃
及
び
敷

金
を
支
擁
う
能
力
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
。

一
、
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

困
窮
者
の
適
正
保
護
を
更
に
推

進
す
る
と
共
に
医
療
、
母
子
世

帯
、
福
祉
に
欠
け
る
児
童
、
身

体
障
害
者
等
、
よ
り
強
く
福
祉

を
必
要
と
す
る
人
々
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
。市

管
住
宅
入
居
案
内

ょ
５
と
す
る
親
族
（
事
実
上

婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。

一
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ

る
こ
と
但
し
法
才
八
条
オ
ー

項
叉
は
オ
ニ
項
の
規
定
に
よ

り
建
設
す
る
汁
三
項
の
規
定

に
よ
り
建
設
す
る
オ
ニ
種
住

宅
に
つ
い
て
は
な
お
当
該
災

害
に
よ
り
家
を
失
っ
た
者
で

あ
る
こ
と
。

一
、
毎
月
令
オ
五
条
に
規
定
す

る
韮
準
の
收
入
と
は
オ
ー
種

公
営
住
宅
に
つ
き
毎
月
の
收

入
の
合
計
か
ら
扶
養
親
族
一

人
に
つ
き
千
圓
を
控
除
し
た

額
は
三
万
六
千
圓
以
下
で
あ

る
こ
と
Ｏ

⑤
種
別

１
、
木
造
平
屋
建
厚
形
ス
レ

ー
ト
葺
十
坪
五
合
（
十
戸
）

２
、
簡
易
耐
火
ブ
ロ
ッ
ク
平

屋
建
平
和
色
厚
形
ス
レ
ー

ト
蟇
十
坪
（
十
二
戸
）

◎
建
築
場
所

高
萩
市
浜
岼
總
合
ゲ
ラ
ン
ド

南、
家
賃

木
造
平
屋
建
一
．
戸
当
り
月
額

一
、
八
○
○
圓
、
ブ
ロ
ッ
ク

以
上
の
考
え
方
を
基
本
と
し

て
、
適
正
で
能
力
的
な
福
祉
行

政
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う

人
事
管
理
組
織
管
理
を
整
備
強

化
す
る
と
共
に
市
民
各
位
の
三

法
に
対
す
る
一
層
の
御
理
解
と

御
協
力
と
を
戴
き
最
大
限
の
努

力
を
排
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
福
祉
覗
務
所
長
寄
）

’

平
屋
蓮
一
戸
当
り
二
、
一
○

○
側

◎
選
考
方
法

入
居
申
請
を
し
た
適
格
者
が

入
居
さ
せ
る
べ
き
住
宅
の
戸

数
を
こ
え
る
場
合
抽
識
に
よ

っ
て
入
居
順
位
を
決
定
す
る

、
入
居
時
期

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日

一
高
萩
市
勢
紹
介

一
駕
憧
募
集

一
主
題

》
↓
１
、
観
光
関
係

一
》
イ
、
風
景

一
海
岸
、
漢
谷
、
山
〈
イ
キ
〉

〉
ソ
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
釣
、
一

《
貯
水
池
、
牧
場
、
森
林
、
一

一
商
店
街
等

《
ロ
、
名
所
旧
蹟

一
神
社
佛
閣
、
古
墳
、
天
然
一

再
記
念
物
等

一
ハ
、
行
事

一
祭
礼
、
桜
ま
つ
り
、
七
夕
一

一
ま
つ
り
、
篤
市
等

《
２
、
産
業
関
係

一
イ
、
作
業
状
況

一
炭
礦
、
・
ハ
ル
プ
木
材
木
工
一

一
煉
瓦
、
瓦
、
食
料
品
等
製
〉

一
造
工
場
、
探
砂
石
場
等
、
一

一
椎
茸
、
コ
ソ
ニ
ヤ
ク
、
果
一

ジ

ー
実
等
、
農
産
物
、
林
産
物
一

〉
口
、
商
品

〉
右
の
生
産
品

一
作
品
密
着
、
住
所
氏
名
〉

一
疑
い
）
（
古
い
『
不
ガ
で
も
一

一
送
先
市
役
所
商
工
課
一

一
賞
品
採
用
分
に
四
つ
切
言

一
ア
ル
バ
ム
○
人
一
冊
）
一

一
諦
極
辨
管
は
両
者
で
協
一

一
〆
切
三
月
二
十
日

一
オ
ニ
次
募
集
九
月
上
旬
》

。
ｆ
、
Ｊ
ｌ
１
Ｉ
１
ｒ
、
ｊ
イ
、
Ｉ
ｌ
ｌ
ｆ
、
〃
，
、
Ｊ
１
、
ノ
、
ノ
ー
Ｊ
、
ノ
ｋ
１
ｌ
、
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｐ
、
／
、
ノ
、
Ｊ
イ
、
ｊ
１
１
ｒ
〉

広
報
の
し
お
り

⑤
お
金
の
使
い
方
：
：
；
今
年
の

わ
が
家
の
家
計
予
算
を
も
つ

と
有
効
に
使
う
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
家
中
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

、
よ
ろ
こ
ば
れ
る
ご
馳
走
を
・
・
・

家
族
の
心
の
カ
テ
、
肉
体
の

カ
テ
と
な
る
日
常
食
物
に
つ

い
て
工
夫
し
、
合
理
的
な
食

生
活
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。ま

た
農
家
で
は
材
料
が
あ

「
ヒ
ン
ト
」
雅
子
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
よ
り
メ
ー

ト
ル
法
に
よ
る
計
量
単
位
以
外
の
も
の
は
、
取
引
す
為
場
合
叉
は

証
明
す
る
場
合
に
は
使
用
出
来
な
く
な
る
こ
と
を
新
聞
で
見
た
の

で
市
役
所
の
商
工
謀
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
使
用
出
来
な
く
な
る

か
を
間
合
せ
た
処
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。

ｐ
Ｂ
Ｊ
ｆ
ご
脚
一
、
由
１
面
″
二
一
冒
ｒ
ｔ
ｎ
、
、
・
。
“
ク
４
二
℃
、
『
毎
、
■
″
７
Ｆ
ロ
、
、
。
、
Ｊ
一
戸
ヴ
ニ
、
〃
ｌ
、
、
由
画
伊
宇
〃
ｒ
ｕ
学
ざ
．
串
、
■
″
ず
ゆ
Ｐ
言
、
ｕ
、
〃
身
律
且
ｆ
■
、
』
、
呈
君
″
江
旦
。

尺
○
法
、
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド
○
馬
力
燭
等
で
あ
っ
て
例
醤
汕

や
○
な
ど
貢
る
場
合
の
一
升
桝
五
令
桝
○
物
布
地
、
紐
等

○
さ
を
は
か
っ
て
品
物
を
売
る
場
合
の
尺
、
く
じ
ら
尺
等

の
物
指
、
叉
砂
糖
○
噌
等
を
売
る
場
合
の
貫
匁
の
は
か
り

そ
の
他
ヤ
ー
ル
、
イ
ソ
チ
○
（
靴
）
等
の
長
さ
の
単
位
、

オ
ン
ス
、
ポ
ン
ド
○
等
の
重
さ
の
単
位
等
は
使
川
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
但
し
士
○
又
は
建
物
の
売
買

等
に
は
昭
和
三
十
○
年
○
川
一
日
以
○
に
於
て
も
尺
貫
法

を
使
川
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

且
由
員
“
・
二
〃
▼
ｌ
君
寺
。
ｂ
乱
？
Ｐ
ゾ
々
二
Ｆ
一
『
三
画
も
〃
画
凸
。
号
ケ
４
、
：
、
ロ
毎
邑
″
１
卓
、
、
畠
も
り
〃
“
串
』
令
も
、
、
〃
、
二
空
”
『
ク
４
、
、
や
‐
“
卓
〃
ｒ
、
ご
寺
『
、
■
〃
ｒ
ヂ
ヂ
寺
註
砥
■
ｑ
・
一
Ｐ
呂
脾

△
応
募
規
定

一
、
賞
金
一
、
○
○
○
円
也

１
、
正
解
者
一
名
に
お
く
る

２
、
正
解
者
多
数
の
時
は
抽
裁
に
よ
り
最
初
の
も
の
に
賞
金

を
贈
り
オ
ニ
回
よ
り
才
六
回
ま
で
の
五
人
に
対
し
薄
謝

を
呈
す
。

３
、
正
解
者
が
な
い
吟
は
正
解
に
近
い
中
か
ら
選
考
す
る
。

二
、
締
切
三
月
十
日

三
、
用
紙
は
が
き
と
す
る

四
、
あ
て
先
高
萩
市
役
所
商
工
課

計
量
ク
イ
ズっ

て
も
ひ
ま
が
な
い
の
が
事

実
で
す
が
、
そ
こ
で
毎
日
の

ミ
ソ
汁
の
工
夫
も
食
生
活
の

改
善
上
の
も
つ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

、
明
る
い
子
供
に
…
。
：
家
庭
で

子
供
を
明
る
く
す
る
こ
と
は

む
づ
か
し
い
と
申
し
ま
す
が

た
堂
愛
情
の
表
現
の
し
か
た

一
つ
で
す
。

要
す
る
に
親
が
愛
情
を
も
ち

子
供
に
明
る
い
態
度
で
接
し

よ
く
話
し
あ
い
と
に
も
遊
ぶ

と
い
ら
こ
と
が
最
も
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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